
ごみ・資源の出し方を再確認しましょう
年末はごみが多く出ることになります。ごみ・資源の分別方法を再確認しましょう。
また、全国的に小型充電式電池が発火する事象が増えています。異常を感じたら使用をやめ、適切に出しましょう。

リサイクルできるものは資源として出しましょう

　リサイクルできるものは汚れを取り、資源として出しましょう。「プラマーク」や「ＰＥＴマーク」のあるプラス
チック類は資源（プラスチック類）、ビンや缶は資源（ビン・缶）、繊維類は資源（古着・古布類）、雑誌やダンボ
ール等は資源（古紙）として出し、ごみの減量にご協力ください。

プラスチック類は「プラマーク」や
「ＰＥＴマーク」、汚れの有無で
分別しましょう
マークは商品本体だけでなく、ラベルに記載
されていることもあります。

品目 出し方

汚れのない
「プラマーク」や
「ＰＥＴマーク」のあるもの
（食品用トレイ、卵パック、
ＰＥＴボトルなど）

資源（プラスチック類）
①キャップ・ラベルを取る
②中をすすぐ
③ラベル・キャップも一緒
　の袋に入れる

汚れのない
「プラマーク」や
「ＰＥＴマーク」のないもの
（まな板、ポリバケツ、プラ
ンターなど）

不燃ごみ

汚れの取れないもの
（冷凍食品の袋、ソースや油
の容器など）

可燃ごみ

小型充電式電池や小型家電は適切に
出しましょう

品目（状態） 出し方

　　　電池類や電池類の取り外せない小型家電は、
　　　電極や端子部分を必ず絶縁してください

■小型充電式電池（リチウムイオン電池等）

膨張や変形のない
もの

小型充電式電池回収ボックスへ
投入

膨張や変形のある
もの

「有害」と書いた透明か半透明
の袋に入れ、リサイクルプラザ
へ自己搬入

■小型家電
　※原則、中に小型充電式電池等の電池類が入って
　　いる場合は、取り外してください

電池類が
取り外せるもの

小型家電回収ボックスへ投入
ボタン型電池は有害ごみ
その他電池類は各回収ボックス
へ投入

電池類が
取り外せないもの

無理に分解せず、そのまま小型
家電回収ボックスへ投入

一部公共施設に「小型充電式電池回収ボック
ス」や「小型家電回収ボックス」が設置され

ています。

蛍光灯・蛍光管は「有害ごみ」
として出してください

公共施設での回収は行なっていま
せん。

ごみ・資源の収集日を確認しま
しょう

お住まいの場所によって収集日は
異なります。ご不明であれば、廃棄
物対策課までご連絡ください。

ごみ集積所には、一度に３袋ま
でしか出せません

３袋より多い場合には、ごみ処理
施設まで自己搬入してください。

問　廃棄物対策課　
℡0299-90-1148


